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Gottlob Frege 1848-1925、イエナ大学教授、数学者、哲学者 
 
参考文献  ２０００年２学期「現代哲学概説」の講義ノート0021Fregeと0022Fregeを参照 
   フレーゲ『フレーゲ哲学論集』岩波書店 
       野本和幸『フレーゲの言語哲学』勁草書房 
      ダメット「フレーゲの哲学」（『真理という謎』勁草書房、所収） 
 
１ 語 の S i n n 意 義 と B e d e u t u n g 意 味 








  記号の意味Bedeutung ＝記号によって指示されるものdas Bezeichnete 
  記号の意義Sinn   ＝ものの与えられ方が含まれているもの34 
                              das, worin die Art des Gegebenseins enthalten ist. 
 
２＋２＝２＊２ （この意味は基数の４） 















   「それは緑である」 
   「それはほ乳動物である」 
      「それはアレクサンダー大王である」 
   「それは数４である」 

















                意味（Bedeutung）    意義（Sinn） 
   固有名（Eigenname）   対象          対象の与えられ方 






































る。私が文の真理値というのは、文が真である状況、あるいは偽である状況 (den Umstand, daß er 












































             意味（Bedeutung）    意義（Sinn） 
   固有名（Eigenname）   対象          対象の与えられ方 
   述語            概念（不飽和）        文の意義への貢献？ 


















    「ジュリアス・シーザーが存在する」 
という文は、真でも偽でもなく、意義をもたないのである。もっとも 
     「ジュリアス・シーザーという名前の人間が存在する」 
という文には意義がある。この主語は、概念である。」75 
    「ウィーンは、一つしか存在しない」 
     「トリエステは、ウィーンではない」 
「「ウィーン」は、ここでは「帝都」と同じように概念語である。」75 
 
練習問題：フレーゲならば、「ユニコーン」の意味をどう考えるでしょうか？ 
 
練習問題：「タワーは建築物である」 
それでは普通名詞が主語になるときについて、フレーゲはどう考えるのでしょうか？ 
 「タワーは、建築物である」 
 
 
 
